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コ ン バ イ ン ド ・ レ シ オ

保 険 引 受 利 益
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当 期 純 利 益

単 体 ソ ル ベ ン シ ー・マ ー ジ ン 比 率

総 資 産 額

純 資 産 額

そ の 他 有 価 証 券 評 価 差 額

不 良 債 権 の 状 況

区　分 年　度
（単位 : 百万円）

2015年度 2016年度

100,274

57.5%

28.3%

85.8%

3,070

4,996

3,515

730.8%

186,537

29,409

1,211

－ 　　

主力商品の自動車保険を中心に保有契約件数が伸びた
結果、正味収入保険料は前年度より4.9%増の100,274
百万円となりました。

［正味収入保険料］
ご契約者からお預かりした保険料（元受正味保険料）から、再保険料を
加減（受再正味保険料を加え、支払再保険料を控除）した額で、損害保
険会社の最終的な売上を示すものとして一般的に使用されています。
なお、再保険とは、保険会社がリスクの分散を図るため、引受けた保険
契約上の責任の一部または全部を他の保険会社に移転する保険のこ
とをいいます。他の保険会社から保険契約上の責任を引受ける受再保
険と他の保険会社に対して自社の保険契約上の責任を移転する出再
保険とがあります。

正味収入保険料＝元受正味保険料＋受再正味保険料－支払再保険料0
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前年度から0.3ポイント低下し、57.5%となりました。

［正味損害率］
正味収入保険料に対する、保険金としてお支払いした額（正味支
払保険金）と損害調査に要した費用（損害調査費）の合計額の割
合です。

正味損害率（％）＝（正味支払保険金＋損害調査費）÷正味収入保険料×100
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※本冊子における保険料等の金額は記載単位未満を切り捨てて表示し、増減等の比率は、記載単位未満を四捨五入して表示しています。

新商品販売開始に伴う費用の増加に加え、システム関連
費用の増加により、前年度から1 .2ポイント上昇し、
28.3%となりました。

［正味事業費率］
正味収入保険料に対する、保険の募集や維持管理のために要した
費用の割合です。これらの費用の中には、会社を運営する費用、
新商品の開発費用なども含まれています。

正味事業費率（％）＝（保険引受に係る営業費及び一般管理費＋
　　　　　　　　    諸手数料及び集金費）÷正味収入保険料×100

正味事業費率の上昇により、前年度より1.0ポイント上昇の
85.8%となりましたが、損害保険業界において低い水準を
維持しています。

［コンバインド・レシオ］
正味損害率と正味事業費率の合算値で、損害保険会社の保険
本業での収益力を示す指標です。一般的にこの値が低いほど収
益性が高いといわれています。

コンバインド・レシオ（％）＝正味損害率（％）＋正味事業費率（％）
60

0

80

100

（年度）

（％）

30

20

0

40

（年度）

（％）

正味収入保険料の推移

正味損害率の推移

コンバインド・レシオの推移

正味事業費率の推移

2014年度2013年度2012年度

91,712

57.6%

26.7%

84.3%

3,044

4,209

2,233

629.6%

157,919

24,741

1,351

－ 　　

95,549

57.8%

27.1%

84.8%

3,470

4,680

2,586

693.5%

172,323

28,305

2,328

－ 　　

88,600

59.3%

25.6%

84.9%

1,874

3,003

1,664

527.6%

142,714

21,418

246

－ 　　

83,582

63.2%

26.0%

89.2%

1,398

2,371

1,454

504.2%

127,421

19,934

426
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前年度より4.9%の増収となりました。
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保険料の増加や支払備金繰入額の減少があったものの、
事業費率の上昇により、前年度より400百万円減少し、
3,070百万円となりました。

［保険引受利益］
保険の引受けに関して、どれだけの利益を出しているかを示すもの
です。保険引受収益（正味収入保険料など）から、保険引受費用（正
味支払保険金や損害調査費など）と保険引受に係る営業費及び一
般管理費を控除し、その他収支（自賠責保険などに係る法人税相当
額など）を加減したものです。

保険引受利益＝保険引受収益－保険引受費用－保険引受に係る営業費
　　　　　　　及び一般管理費±その他収支0

1,000

（百万円）

保険引受利益の推移

2,000

4,000

3,000

保険引受収益および資産運用収益の増加や支払備金繰
入額の減少などにより、経常利益は前年度より316百万
円増加の4,996百万円に、当期純利益は前年度より928
百万円増加の3,515百万円となりました。

［経常利益］
本業の事業活動により、どれだけの収入と支出があったかを示す
ものです。保険引受や資産運用などによって得られた経常収益か
ら、保険引受や資産運用に係る費用、営業費及び一般管理費など
の経常費用を引いた金額です。

［当期純利益］
経常利益に特別利益を加え、特別損失を控除したものに、さら
に、法人税及び住民税、法人税等調整額を加減したもので、保
険会社の最終的な利益を示します。
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経常利益の推移

0

前年度末より37.3ポイント上昇して、730.8%となりま
した。保険金の支払能力に問題がないとされる基準である
200%を大きく上回る、十分な支払余力を保持しています。

［単体ソルベンシー・マージン比率］
損害保険会社は、保険金支払い等に備えて準備金などを積立てて
いますが、巨大災害や資産の大幅な価格下落など「通常の予測を
超える危険」が発生した場合でも、十分な支払能力を有している
ことが必要です。このような通常の予測を超える危険（リスク）に対
する保険会社の支払能力の状況を示すものが単体ソルベンシー・
マージン比率で、経営の健全性を測る指標のひとつです。

単体ソルベンシー・マージン総額（資本金・準備金等の支払余力）
単体リスクの合計額（通常の予測を超える危険）×1/2

×100＝

単体ソルベンシー・マージン比率（％）0
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単体ソルベンシー・マージン比率の推移

1,000

［総資産額］
損害保険会社が保有する現金や有価証券、不動産などの資産の総
額であり、具体的には貸借対照表上の「資産の部合計」で、損害保
険会社の保有する資産規模を示すものです。

総資産額は、前年度末より14,213百万円増の186,537
百万円で、総資産のうち運用資産は前年度末より
10,853百万円増の146,693百万円となりました。資産
運用にあたっては、安全性、流動性に留意しつつ、安定的
な収益の確保に努めています。
また、純資産額は、前年度末より1,104百万円増の29,409
百万円となりました。

［純資産額］
損害保険会社が保有する資産の総額（総資産額）から責任準備金
等の負債額を控除したもので、具体的には貸借対照表上の「純資産
の部合計」です。損害保険会社の担保力を示します。
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前年度より4億円減少しました。 前年度より37.3ポイント上昇しました。

前年度より、経常利益は3億円、
当期純利益は9億円増加しました。

前年度より、総資産額は142億円、
純資産額は11億円増加しました。
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単体リスクの合計額（通常の予測を超える危険）×1/2

×100＝

単体ソルベンシー・マージン比率（％）0

250

500

（年度末）

（％）

750

単体ソルベンシー・マージン比率の推移

1,000

［総資産額］
損害保険会社が保有する現金や有価証券、不動産などの資産の総
額であり、具体的には貸借対照表上の「資産の部合計」で、損害保
険会社の保有する資産規模を示すものです。

総資産額は、前年度末より14,213百万円増の186,537
百万円で、総資産のうち運用資産は前年度末より
10,853百万円増の146,693百万円となりました。資産
運用にあたっては、安全性、流動性に留意しつつ、安定的
な収益の確保に努めています。
また、純資産額は、前年度末より1,104百万円増の29,409
百万円となりました。

［純資産額］
損害保険会社が保有する資産の総額（総資産額）から責任準備金
等の負債額を控除したもので、具体的には貸借対照表上の「純資産
の部合計」です。損害保険会社の担保力を示します。
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当期純利益の推移

保険引受利益 単体ソルベンシー・マージン比率

総資産額・純資産額経常利益・当期純利益

前年度より4億円減少しました。 前年度より37.3ポイント上昇しました。

前年度より、経常利益は3億円、
当期純利益は9億円増加しました。

前年度より、総資産額は142億円、
純資産額は11億円増加しました。
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前年度末より1,116百万円減少し、1,211百万円となり
ました。

［その他有価証券評価差額］
有価証券は「金融商品に係る会計基準」により、「売買目的有価
証券」「満期保有目的債券」「子会社・関連会社株式」「その他
有価証券」に区分します。「その他有価証券評価差額」とは、

「その他有価証券」の時価と取得原価との差額のことをいいます。
「その他有価証券」は貸借対照表上では時価で計上されますが、
時価と取得原価との差額（評価差額）は損益計算書には計上
されず、税金相当分を控除した上で「純資産の部」に直接計上
されます。

「リスク管理債権」「債務者区分に基づいて区分された債権」
とも該当する債権はありません。

［リスク管理債権］
貸付金のうち、元本や利息の回収の可能性に注意を要する（返済
状況が正常ではない）債権を示し、破綻先債権、延滞債権、3ヵ月
以上延滞債権、貸付条件緩和債権の4つに分けられています。

［債務者区分に基づいて区分された債権］
貸付金や貸付有価証券等の債権を債務者の財政状態や経営成
績等をもとに、破産更生債権およびこれらに準ずる債権、危険債
権、要管理債権、正常債権の4つに区分したものです。

その他有価証券評価差額 不良債権の状況

ソニー損保は、1999年秋の開業以来、ウェブサイトやカスタマーセンターを通じてお客様に商品やサービスを直接提供
するダイレクト型のビジネスモデルをベースに、損害保険事業を展開し、お客様とのダイレクトな関係を大切にしながら、
商品やサービス品質の改善に継続的に取組んでいます。
主な取扱商品は、充実した補償を“走る分だけ”の合理的な保険料で提供するリスク細分型の自動車保険と、がん保障に
重点をおいた定額補償タイプの終身型の医療保険、ならびに実費保障タイプの定期型の医療保険です。

事業の内容

2016年度における日本経済は、政府や日本銀行による
各種政策の効果等により、企業収益や雇用環境は緩や
かな回復が続きました。一方、英国のEU離脱問題や米国
の大統領選等を起点に世界の政治経済の不確実性は高
まり、先行きの不透明な状況が続いています。
このような中、ソニー損保は引続き自動車保険や医療
保険を中心とする事業展開に注力し、堅実な成長を持続
することができました。
2016年度の主な取組みとして、商品面では、自動車保
険において、個人向けの新しいテレマティクス保険商品・
サービスの開発に向けて、Yahoo! JAPANと、Yahoo! 
JAPANが提供するスマートフォン向け無料カーナビ

アプリ「Yahoo!カーナビ」から得られる計測データを
活用した共同研究を開始しました。また、医療保険におい
て、新たに、入院治療費の自己負担分に応じて保険金を
支払う「入院実費型の医療保険ZiPPi〈ジッピ〉」の販売
を開始するとともに、がん保障に重点をおいた「ガン重点
型の医療保険SURE〈シュア〉」について、インターネット
での契約申込を可能とし、がん通院を保障する特約を追
加するなど商品改定を行いました。
マーケティング 面では、引 続きテレビ C Mやインター
ネット広告を積極的に展開しました。2016年7月からは
自動車保険のイメージキャラクターとして、お笑いタレン
トのくりぃむしちゅーを起用し、新しいテレビCMの放映
を開始しました。また、2017年1月からはZiPPi〈ジッピ〉
のイメージキャラクターに女優の内田有紀さんを起用し、
テレビCMを通じて、商品の特長をお客様にわかりやすく
お伝えしています。

サービス面では、契約手続において、2016年7月から
電話で自動車保険の見積りをされたお客様向けに、見積
結果をウェブサイトの専用ページで確認し、よりスムーズに
ウェブサイトでお申込みいただけるサービスを開始する
など、CX（カスタマーエクスペリエンス）の向上に努め
ました。また、事故解決サービスについては、万一の事故
時にソニー損保に安心して事故解決をお任せいただける
よう、スピーディかつ丁寧な対応の推進など、さまざまな
品質向上に努め、外部機関による事故解決サービスの

満足度調査において2年連続損害保険業界1位となる
など、高い評価をいただいています。

今後も「“Feel the Difference”～この違いが、保険を
変えていく。～ 」というスローガンのもと、お 客 様に

「ソニー損保ならでは」の高品質な商品・サービスを提供
していくことで、顧客価値のさらなる向上を図っていき
ます。

市場環境とソニー損保の取組み

以上のような施策を通じて事業活動を展開した結果、保険引受収益100,330百万円、資産運用収益1,957百万円等を
合計した経常収益は、前年度に比べ5,428百万円増加し、102,333百万円となりました。
一方、保険引受費用70,553百万円、営業費及び一般管理費26,763百万円等を合計した経常費用は、前年度に比べ
5,111百万円増加し、97,336百万円となりました。
この結果、経常利益は4,996百万円と、前年度に比べ316百万円増加しました。これから特別損失47百万円、法人税等
合計1,434百万円を控除した当期純利益は、前年度に比べ928百万円増加し、3,515百万円となりました。

取組みの成果

■保険引受の概況
保険引受の概況については、主力の自動車保険を中心に正味
収入保険料は前年度に比べ4.9％増加し、100,274百万円
となりました。正味支払保険金は、前年度に比べ4.3％増加の
50,181百万円となり、正味損害率は、前年度より0.3ポイント
低下の57.5％となりました。
一方、正味事業費率は、新商品販売開始にともなう費用の
増加に加え、システム関連費用の増加により、前年度より1.2
ポイント上昇の28.3％となりました。保険引受利益は、保険料
の増加や支払備金繰入額の減少があったものの、事業費率の
上昇により前年度に比べ400百万円減少し、3,070百万円と
なりました。

■資産運用の概況
当年度期末の総資産は、前年度末に比べ14,213百万円増
加して186,537百万円となりました。このうち有価証券など
の運用資産は、前年度末に比べ10 ,853百万円増加して
146,693百万円となり、利息及び配当金収入は1,327百万
円となりました。

事業の概況

2016年度の各種概況

（単位 : 百万円）
決算のしくみ［2016年度］

正味収入保険料 100,274
積立保険料等運用益  55

保険引受収益 100,330

資産運用収益 1,957

その他経常収益 45

利息及び配当金収入 1,327
有価証券売却益 685
有価証券償還益 0
積立保険料等運用益振替 △55

資産運用費用 0

営業費及び一般管理費 26,763

その他経常費用 19

有価証券売却損 0

正味支払保険金 50,181
損害調査費 7,458
諸手数料及び集金費 1,646
支払備金繰入額 798
責任準備金繰入額 10,469

保険引受費用 70,553 保険引受に係る
営業費及び
一般管理費

26,706

その他収支
△0

保険引受利益
3,070

経常収益
102,333

経常費用
97,336

経常利益
4,996

特別損益
△47

当期純利益
3,515

法人税及び住民税 
法人税等調整額 

1,434

Yahoo!カーナビのイメージ


